
互
い
に
エ
ー
ル
送
る

四
市
皿
被
災
地
・
大
槌
か
ら
鹿
子
踊

Ｏ
法
人
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム

ダ
）
の
主
催
。
「
つ
な
が

ろ
う
大
槌
・
気
仙
沼
」
を

合
い
言
葉
に
し
た
被
災
地

同
士
の
交
流
で
、
大
槌
町

の
高
校
生
や
仮
設
商
店
街

の
店
古
り
が
来
市
し
た
。

　
大
槌
町
の
伝
統
芸
能
臼

渾
鹿
子
踊
は
約
４
０
０
年

の
歴
史
を
持
つ
。
地
元
の:な舞で住民らを元気付ける臼潭鹿子踊

気仙沼

秋
祭
り
で
は
大
漁
と
豊
作

を
折
り
、
町
内
を
練
り
歩

く
。
こ
の
日
は
８
体
の
鹿

が
敷
地
内
を
練
り
歩
ら

勇
壮
な
舞
い
を
披
露
ノ

鼓
や
笛
、
威
勢
の
良
い

け
声
を
通
り
に
響
か
4
4

痛
店
主
や
地
元
住
民
を

気
づ
け
た
。

　
祭
り
会
場
で
は
、
新

治
で
の
発
展
を
祈
胆
す

「
後
ろ
で
も
」
の
踊
り

披
露
さ
れ
、
気
仙
沼
の

斯
復
興
と
紫
市
場
の
発

を
願
っ
た
。

　
こ
の
後
、
大
槌
町
を

ふ
に
活
躍
す
る
音
楽
奮

の
「
和
美
東
」
、
気
仙
沼

少
女
グ
ル
ー
プ
Ｓ
Ｃ
Ｋ

が
歌
や
演
奏
皆
既
露
訟
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